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坊やすなが坊やすなが坊やすながぼう

「市政ニュース」「市政ニュース」

被災地視察報告と義援金御礼

　この度の東日本大震災に緊急募金をお願い致し

ましたところ、多数の皆様方にご協力を賜わり有難う

ございました。

　お陰さまで義援金は２１５，７４０円となりました。

心から御礼申し上げます。

　お預かり致しました東日本大震災義援金は、日本赤

十字社を通じて被災地に送られます。

　改めて被災された多くの皆様方に、心よりお見舞い

申し上げますとともに、被災地の一日も早い復旧・復興

をお祈りいたします。

平成23年夏号

義援金 ２１５，７４０円
自由民主党神戸市会議員団（坊やすなが分）

仙台市若林体育館で支援物資を贈呈
　東日本大震災直後より「震災を経験した神戸市議会と
して何か出来ないか」「同じく大震災を経験した神戸市で
あるが、津波の被害は無かった。防災の観点から視察で
きないか」等 会派内から多くの意見があり、政策責任者
として坊やすなが議員は被災地視察が実施できるよう調整
に努めました。当初は「被災地の復旧に障りにならないか」
との心配もありましたが、被災地の方々から「同じく大
震災を経験している神戸市からの視察は被災者を勇気
づけるのでは」とのお言葉を頂き、大震災から2ヵ月後
の5月19日～20日（1泊2日）、努力が実り仙台市視察が
実現しました。
　若林体育館（避難所）では被災者の皆さんからの依頼
により、ビジネスシューズ、スーツ、シャツ等 避難所から
仕事に出掛けるための物資を贈呈しました。これらの支
援物資は神戸市内の会社より提供を頂きました。感謝！！

仙台市被災地を視察

仙台市役所へ訪問　神戸の被災経験と知恵を
　震災復興を行政と両輪で成し遂げてきた神戸市議会
の持つ経験と知恵を、この度の視察で仙台市議会に伝える
機会を持つ事が出来ました。
　会議の冒頭　副市長から被災、復興状況の説明があり
神戸市が地震の翌日より協力していることに感情を込めた
感謝の言葉がありました。
　その後の仙台市議会議員との会議で、政府との直接交渉
のやり方や復興に向け政策提案をすることの大切さ等を
我が会派のベテラン議員を中心にノウハウを伝えました。
　仙台市議会からは、民主党政権の「極端な政治主導」
の影響により官僚組織が全く機能していない事への不満
が多く述べられましたが、神戸市議会も応援するので一致
協力して行動しようとの結論をみました。この視察には
神戸市議会平野副議長も同行し、素早い対応が出来るよう
万全の体制で臨みました。

佐藤公彦市議 坊やすなが市議

仮設住宅では、神戸の震災経験から住民のコミュニケーションが
取りやすいさまざまな工夫がされておりました。



　神戸の企業が無償で貸与、建設している大型ドーム
テントを視察（若林区荒井の仙台市農業園芸センター）。
　震災当時この地域も浸水し、園芸センターは営業再開
の目処もたたない状況でしたが、その場所に周囲の倒壊
家屋の撤去時に回収された貴重品などを保管、展示する
目的でこのテントが提供されました。

大型ドームテントを視察

華々しく北神区民センターオープン

坊 やすながまでhttp://www.bo-ing.jp

お問い合わせ・あらゆるご相談は 〒651-1301 神戸市北区藤原台北町2-11-6
TEL : 078-983-1711 FAX : 078-983-1719
E-mail : bo-ing@mtf.biglobe.ne.jp

神戸市会議員
ぼう

坊やすなが市議の公約が実現しました。

太陽光発電システム導入お祭等での利便性を考え車止なしに 青少年コーナー・キッズステーション 授乳室は個室仕様

和　室多目的ホール 会議室 陶工芸室

神鉄岡場駅前 徒歩５分

　北神区民センター（ありまホール）が、6月28
日オープンしました。
　大ホール、多目的ホール、会議室、和室、創作室
音楽室、親子が自由に遊べるスペースや青少年のユース
ステーションを備えた北神地域の文化・地域活動の
拠点施設です。

坊やすなが市議の意見が反映されました。 大ホール (約５００名収容）

　津波により壊滅した仙台市の下水処理を一手に引き
受ける南蒲生浄化センターの復旧作業を視察しました。
この施設の復旧無しには仙台市（人口105万人）から出る
下水は全く処理されることなく太平洋に垂れ流し状態に
なります。そのことは世界随一の漁場である三陸海岸の
漁業のみならず、日本三大景勝地松島の環境を悪化させ
東北の観光業に計り知れない悪影響を与える可能性が
あり、仙台市はその復旧に全力で取り組んでいます。
＊視察当日は復旧作業が前進しており、垂れ流し状態は
解消されていました。

南蒲生浄化センターの復旧作業を視察

分厚いコンクリートの壁面が津波の
圧力で崩壊寸前になっている海岸沿
いに建てられた築数年のポンプ場 ポンプ場内施設の被害状況

〒651-1302　神戸市北区藤原台中町1-3 -1
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北神区民センター
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